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第1章 序 説
1．調査に至る経緯
相川町立相川中学校移転後の跡地利用問題
　佐渡は古代より砂金の採れる所であったが、相川に1601（慶長6）年金銀山が発見され飛躍的な発展を
遂げ、幕府の直轄地となり日本一の金山となった。江戸初期の最盛期には、世界の中でもトップクラスの
金山であったといってよいであろう。
　佐渡奉行所跡は、『佐渡年代記』によると、初代佐渡奉行大久保長安が支配した1603（慶長8）年に相
川のうち半田清水ヶ窪の田地を山崎宗清から買い取って着工し、翌春に成就すとあり［佐渡郡教育会1935］、
鶴子外山から移転し、幕末まで佐渡の支配拠点とした。
　当地は敷地も広く、花畑・茶室などを備えた豪華な造りであったが、1618（元和4）年、鎮目市左衛門
が奉行となり敷地を縮小し、茶室など賛沢な施設を取り壊した［田中圭一1968］。明治時代になると、大改
造を加え［教育財団文庫1901］佐渡県・相川県の庁舎［教育財団文庫1913］に利用し、広間役宅跡には小学校
［相川小学校1889］・御金蔵跡には警察署［教育財団文庫1951］、寄勝場には高等女学校［県立相川高等学校］
が建ったが、それらが移転した後は佐渡奉行所建物は旧制中学校舎の一部に、他はグラウンドに利用して
きた。しかし、1942（昭和17）年12月の火災で奉行所を含め、一切の施設が焼失してしまった。戦後は
新制相川中学校が再建されたが、1994（平成6）年の相川中学校移転後に校舎が取り壊されることになっ
た。相川町の中心地相川の街中に18，000㎡余りの空き地が出現することになったのである。この土地の
跡地利用は、地元行政当局にとって大問題である。文化財保護と別の観点からの展望はあった。佐渡奉行
所跡正面の堀と道路を挟んだ東向かいに相川町立病院（現：佐渡市立相川病院〉がある。この病院と対を
成すものとして老人福祉施設を新築するという展望であった。しかし、当時は既に新潟県指定文化財「相
川鉱山遺跡」の一つとして文化財保護の網掛けをされており、老人福祉施設建設計画に、文化庁・新潟県
教育委員会から歯止めがかかった。施設建設と異なる活用方法を提示する意味で文化庁側から、「地域拠
点史跡等総合整備事業」という補助金制度の適用を打診された。この補助金は当時、創設されて間もなか
ったため、佐渡奉行所跡のような遺跡をモデルケースとして必要としていたのである。これを契機に新潟
県指定史跡「相川鉱山遺跡」から国指定史跡「佐渡金山遺跡」となるよう申請した。（ただし、「相川鉱山
遺跡」からは、「鎮目奉行の墓」以外の物件を国史跡にした。そして、文化財に指定されていなかった
「鐘楼」を「佐渡金山遺跡」に加えた。）
1994（平成6）年5月　文部省告示で国史跡に指定された。
名称　佐渡金山遺跡　7ヶ所
　　1　宗太夫間歩
　　2　南沢疎水道
3
4
5
相川町大字下相川3－2
相川町大字南沢150・139－1
佐渡奉行所跡
大久保長安逆修塔・河村彦左衛門供養塔
　　　　　　　　　相川町大字江戸沢町1－6
鐘楼　　　　　　　相川町大字八百屋町4
　同　大字大床屋町6－1
　同　大字左門町12・14
相川町大字広間町1－1
・20・22・27・27－2
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6　御料局佐渡支庁跡　　相川町大字坂下町20
7　道遊の割戸　　　　　相川町大字銀山町
相川町による史跡整備事業
　国指定を契機iとして、1994（平成6）年に相川町教育委員会は「史跡佐渡金山遺跡保存計画策定書」を
まとめ、計画策定目的の項で“史跡指定された遺跡・遺構を確実に後世へ残すとともに、史跡指定以外の
遺跡・遺構を含めて保存し、文化的・教育的活用を行う”とした。
　史跡指定以外の遺跡・遺構取扱い方針は結局この計画の中で示されなかったが、史跡指定の各物件につ
いては個別の保存活用方針の大枠を示した。その中で佐渡奉行所跡については発掘調査、文献調査、測量
を経て、野外博物館的整備・展示を計画し、文化庁・新潟県教育庁文化行政課の指導のもとに発掘調査を
実施することになった。
　相川町における上位計画としては1991（平成3）年3月策定の「相川町総合開発計画」がある。この中
で述べられている『将来像』には“「文化のまち」地域における文化とのふれあいの機会をひろげ、歴史
と風土に根づいた地域文化を創造し、うるおいのあるまちづくりを目指す。”とある。この理念はその後
に更新される総合開発計画にも受け継がれる。
　「史跡佐渡金山遺跡保存管理計画」策定の翌年の1995（平成7）年3月に策定された「相川町HOPE計画」
では計画の目的として“（相川町総合開発計画で示された）将来像の実現を図っていくためには、金山都
市という最大の特性を生かした相川町らしいまちづくりを進める必要があり”、1993（平成5）年3月の
「伝統的建造物群保存地区保存対策調査報告書」での提言、1993（平成5）年3月の「天領の町づくり推進
計画」、1994（平成6）年度の「史跡佐渡金山遺跡保存管理計画策定書」との“整合性を図り、かつ、これ
らの計画書を一体的にとらえ、金山都市の遺産を活用した総合的なまちづくりを推進する指針を示すこと”
とし、博物館法で述べられている伝統的博物館に対する概念として現地展示・住民と行政の二重入力シス
テムを採用するエコミュージアム構想を示した。このように、後に佐渡金銀山遺跡調査の名で、佐渡全島
に広がってゆく文化財調査は、佐渡島北端の相川町による史跡整備事業が発端である。
　しかし、同時に佐渡金山遺跡の名称で広範囲の指定を受けたことから、空地利活用にとどまらない広が
りをもっていくことになる。
　1995（平成7）年3月には「佐渡金山奉行所跡保存整備基本計画」ができ、発掘調査と併行して史跡整
備を進めることになった。また1995（平成7）年度には佐渡奉行所整備と併行して大久保長安逆修塔保存
修理を実施した。整備計画は発掘調査の進展や関係各方面の財政状況を睨みながら毎年度再検討する状態
が続いている。
　また1998（平成10）年3月には佐渡奉行所一部一般公開に先立って「奉行所周辺整備関連アクセス検討
業務報告書」をまとめた。これに関連して佐渡奉行所跡敷地の外側にも2000（平成12）年度に発掘調査が
行われることになる。
　翌年の2001（平成13）年4月には佐渡奉行所跡高台地区の「御役所」建物の復原がほぼ完成し、一部一
般公開を開始し、2004（平成16）年4月には佐渡奉行所跡寄勝場地区に「ガイダンス施設」が完成。学習
施設としての態勢が整った。同年には、「鐘楼」の解体修理を実施。有志による鐘撞きが始まった。
佐渡全島における活動
　一方、1997（平成9）年に、佐渡金銀山及び関連の文化財を世界遺産（文化遺産）に登録しようとする
運動が民間で起こった。（財）佐渡博物館に事務局を置く「世界遺産を考える会」である。行政側もこれ
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に呼応して運動推進の受け皿作りを急ぎ、同年中に佐渡郡町村会が「佐渡金銀山遺跡調査検討準備会」を
発足させた。この組織は、佐渡島内各市町村から任意額の出資を受けて運営し、事務局を当時の相川町内
に置いた。こうして民間の「世界遺産を考える会」が運動の拡大、広報、浸透を担い、行政の「佐渡金銀
山遺跡調査検討準備会」が文化財調査を担うという枠組みができた。
　「佐渡金銀山遺跡調査検討準備会」は、新潟県教育委員会の支援・指導の下、活動を開始した。島内在
住の有識者を調査員に委嘱し、調査団を結成した。
　佐渡の貴金属鉱山そのものだけでなく、鉱山がもたらした文化をも調査対象とする方針の下、鉱山部会
（前近代・近代）、文化・社会部会（芸能・石造物・陶磁器・寺社・建造物・町並み・窯業）、街道・港湾
部会（街道・港湾）、資料調査部会（古文書・絵図絵巻・文献）の各部会を設け、同時併行で調査を進め
ることとなった。しかし、このやり方は想定を下回る成果しか得られないことが間もなく明らかになる。
　そのため、発足から7年目の2004（平成16）年度現在でも、当初、第一段階と位置付けた分布調査の段
階にとどまっている。しかし、各調査員の体調・多忙を乗り越えた尽力で成果の上がった部分がある。
　これまでに、新潟県歴史の道調査報告書（1998年）・味方家資料調査報告書（2001年）・相川地区間歩分
布調査報告書（2003年）・相川地区寺社建造物分布調査報告書（2003年）・金子勘三郎家文書調査報告書
（2004年）は、報告書刊行という形で分布状況や現況をまとめた成果である。
佐渡金銀山遺跡・関連文化財分布調査の経過
口1997（平成9）年　　　　世界遺産を考える会発足
　　　　　　　　　　　　　佐渡金銀山遺跡整備検討準備会発足
口1998（平成10）年 新潟県　歴史の道調査（街道調査）
小木街道・赤泊街道・松ヶ崎街道・両津街道・山越道
口1999（平成11）年 間歩分布調査（採掘現場の分布調査）開始
相川町・佐和田町・真野町・新穂村
口2000（平成12）年
口2001（平成13）年
口2002（平成14）年
間歩分布調査（相川町・佐和田町・真野町・新穂村）
寺社調査開始（信仰関連の文化財の調査）
芸能調査開始（能舞台・のろま人形・文弥人形の調査）
資料調査開始（佐渡金銀山関連の古文書の調査）
間歩分布調査（相川町’佐和田町・真野町・新穂村）
石造物調査　　（相川町）
芸能調査（能舞台・のろま人形・文弥人形の調査）
資料調査（佐渡金銀山関連の古文書：味方家文書の調査）・報告書刊行
間歩分布調査（相川町　佐和田町・真野町・新穂村）
寺社調査（相川町）
芸能調査（能舞台・のろま人形・文弥人形の調査）
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資料調査（佐渡金銀山関連の古文書　金子家文書の調査）
口2003（平成15）年 間歩分布調査（佐和田町・真野町・新穂村）
芸能調査（能舞台・のろま人形・文弥人形の調査）
資料調査（佐渡金銀山関連の古文書：金子家文書の調査）
相川町間歩分布調査　報告書刊行
相川町寺社分布調査　報告書刊行
口2004（平成16）年 間歩分布調査（佐和田地区・真野地区・新穂地区）
相川地区石造物分布調査　報告書刊行
市町村合併への対応
　2003（平成15）年4月、相川町に「佐渡金銀山課」が発足した。それまで教育委員会社会教育課で文化
財保護を担当していた職員が町長部局に異動して結成した部署であった。職務分掌は「文化財に関するこ
と」と「世界遺産登録推進に関すること」であり、内実はにわか作りの側面を否定できないものの、地元
行政当局の意志を内外に広報する効果はあった。
　また、2003（平成15）年中には民間側から世界遺産登録推進を盛り上げる団体として「佐渡金銀山友の
会」が発足した。先に記した「世界遺産を考える会」とは並立し、相互補完しながら活動を続けている。
　2004（平成16）年3月1日に、佐渡島内全市町村が対等合併して「佐渡市」が誕生した。「佐渡金銀山
課」は「教育委員会生涯学習課」内の係として「佐渡金銀山室」の名称で継続し、同時に「佐渡金銀山遺
跡調査検討準備会」の機能を吸収した。「佐渡金銀山遺跡調査検討準備会」は市町村合併を機に解散した。
　現在は「佐渡金銀山遺跡調査検討準備会」に換わる調査組織の立ち上げに向けて準備を進めている。
　2005（平成17）年度からは、これまで多くの部署に分散していた佐渡金銀山遺跡関連の事業を「佐渡金
銀山室」で一括管理する予定であり、組織の整備とともに、調査の力強い推進を期している。
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2．調査・整理の経過
2001（平成13）年度
　この調査は、もともと、「佐渡金銀山遺跡調査検討準備会」に、相川町（当時）管内における調査費を
支払うという名目で、事業計画が浮上していた。しかし、予算確保の観点から、国県補助事業として行う
こととし、あくまで相川町の事業として実施した。
　相川町職員は、調査成果についての版権はじめ、諸権利には頓着していなかった。そのため、補助事業
は「佐渡金銀山遺跡調査検討準備会」のしくみと矛盾する方法ではなかった。
　なお、2001（平成13）年度の調査体制は次の通りである。
事業主体　相川町教育委員会
事務局　　相川町教育委員会
教育長　　　　　中村正直
社会教育課長　　斎藤　正
同　　参　事　大平三夫
同主任調査員　　佐藤俊策
同　　主事　　斎藤本恭
同　　主事　　　滝川邦彦
　2001（平成13）年度は10月12日より調査を開始した。『佐渡相川の歴史　資料集2　墓と石造物』所収の
石塔をはじめ、相川内の寺社にある石塔・石造物を現況確認・計測・見取り図作成・写真撮影・銘文読解
し、調査カードに集約した。調査カードをある程度まで仕上げた時点で、この年度は終了した。
2004（平成16）年度
　2004（平成16）年度は2001（平成13）年度に作成した見取り図をトレースすることから始めた。
　さらに、2001（平成13）年度調査では不足していた石造物・石神仏を調査対象に追加した。
　佐渡市教育委員会相川事務所・佐渡市教育委員会佐渡金銀山室職員の協力を得て、資料整理と報告書作
成は同時併行で進めた。
なお、2004（平成16）年度の体制は次の通りである。
事業主体佐渡市教育委員会
協　力　　佐渡市教育委員会
事務局　　佐渡市教育委員会
教育長
生涯学習課佐渡金銀山室室長
同　　　　　　　　　主事
同　　　　　　　　　　職員
相川事務所生涯学習課　課長
同　　　　　　　　　副参事
同　　　　　　　　　主事
同　　　　　　　　　　職員
石瀬佳弘
門口　栄
斎藤本恭
上林章造
大蔵　勇
柳平則子
滝川邦彦
宇田貴光
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